20120108　1部礼拝

りっぱな信仰 (へブル4:16)
野球を見ると、ヒットする確率より空振りアウトになる確率の方がより高いです。空振りをして悔しい顔をしている選手をテレビの画面でよく見ています。空振りするというのは悔しいことです。結果がなかなか出ないで、ヒットを打ったつもりで一生懸命、１塁、２塁に走ります。でも、ボールが野手のクラブの中に入ってしまうと、自分ではヒットのつもりで一生懸命走ったにもかかわらず、それはフライアウトになります。それをまとめて一言で申し上げると、空回りすると言えるのではないでしょうか。これは野球の話ではなく、私たちの人生そのものがこのような空振りばかりの人生、結果が何も出ない人生、そんな空回りしているものではないでしょうか。それから、ときには自分なりに一生懸命生きるつもりで頑張り、このように走っていけば結果があるだろう、そこには幸せがあるだろうと思って、いろいろな理論に従って走ります。けれども、あとあと、それを見るとフライアウトなのです。そのような空回りの人生の人々が多いのではないでしょうか。なぜ空振りのような人生、あるいは自分なりに一生懸命頑張ったにもかかわらずアウトになるような人生、そのように空回りしてしまうのでしょうか。その理由は人が悪いのではなく、何が人生であり、人生の本当の答えは何なのか、人生の解答はいったい何なのかということがわかっていないから、空振りの人生、空回りの人生にならざるを得ないのです。礼拝をささげるためにここに来ている兄弟姉妹のみなさんは、そのことを聖書に基づいて特にクリスチャンとしてしっかりと心に覚えていただきたいと思います。なぜなのでしょう。みんなが幸せに暮らせばそれ以上のことはないのにそのようになりません。その理由がどこにあるのかというと人生の答えがよくわかっていないのです。ですから、そのような空回り、空振りの人生になるしかありません。
１．私たちの人生の本当の答え

(1)神様と出会うことが本当の答え

私たち人間というものはただ自然に自分から、あるいは何かのことによってたまたま生まれて進化してきた者ではありません。私たちをお造りになりました創造主、神様によって造られた被造物です。だから、私たちに必要なもの、人間に必要なこと、人生の本当の解答、答えは、私たちをお造りになった創造主である神様に出会って、その神様の祝福を受けること、それが答えです。そこに問題の解決もあるし、そこに幸せもあるし、そこに真の安らぎと、本当の意味での成功もそこにあります。良くご存知のように、魚が水の中を泳いでいないで、そこから飛び出してしまうとそのときからすべてが崩れていくように、人間というものはたましいがある存在、神のかたちに造られたものなので、その神様と出会って神様と一緒になり、神に愛され、神の祝福を受けること、それが答えです。けれども、ほとんどの人が人生の答えがここではなく違うところにあると思って、答えを求めつつ一生懸命頑張るのでフライアウトになるしかありません。神様と出会って神に祝福されること、これが私たちの答えです。
(2)私たちからは神様に会えない

けれども、残念ながら私たちはその神様に会うことはできないし、神の祝福を受けることができません。すべての人は罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができません。罪は簡単に解決できるような問題ではありません。とにかく、その罪があるがゆえに神様の祝福を受けることができません。しかも、その罪を口実に私たちを捕えて奴隷にし、支配する悪い者がいます。罪ある者は仕方なく悪魔、サタンと呼ばれている悪しき者の奴隷となってしまいます。ですから、神様に絶対に会うことができない、人生、解けません。何が人間で、何が人生の本当の問題なのかがよくわかっていれば人生の答えと解答が変わるでしょう。それゆえ、私たちの人生の答えは罪を解決し、悪魔、サタンに勝利しその問題を取り除き、本来、私たちをお造りになったまことの神様と出会うこと、神様の祝福に預かること、それが人生の答えです。でも、世の中には罪の問題を解決してサタンに打ち勝つことができるものは１つもありません。
(3)キリストが人生の答え

人生の答えは神様と出会って、神様の祝福に預かることですが、そのために邪魔になる罪を解決し、罪を口実にして私たちを苦しめているサタンを打ち破ること、それが人生の答えです。そのような内容をキリストと言います。キリストという言葉は何なのかというと、私たちの人生に必要な罪が解決され、悪魔、サタンの頭が踏み砕かれ、それが取り除かれることによって私たちの人生の答え、神のかたちに造られた私たちの答え、まことの創造の神様と出会って神の祝福に預かること、それをキリストと言います。一言で申し上げると人生の答えはお金や愛情や私たちの努力やこの世の中の政治システムなどにあるものではなく、神様に出会うことでありますが、それができない理由があるのですべてをクリアできるキリストが人生の答えなのです。キリスト、そこに希望があり、皆さんの努力に希望があるのではなく、世の中の政治に希望があるのではなく、また間違った理論ですがこれからだんだんとにかく進化していく過程なので時間が流れると良くなるという変な理論に希望があるわけではありません。人生の希望はキリストにあります。キリストこそ私たち人生の本当の唯一の答えです。キリストにその答えがあり、まことの幸せがあり、私たちの必要がそこあります。このことがわかっていないので、別に悪い思いではありませんがまじめに頑張ろうとしていてもフライアウトになるしかありません。あるいは最初から空振りになるしかない人生が続くでしょう。ぜひ覚えていてください。人生の答えはキリストです。なぜキリストでしょう。キリストという言葉の意味が何でしょうか。私たち人間に必要な神様と出会って神の祝福に預かる道がキリストです。ただ、そのために邪魔になり絶対に私たちの力では処理できない罪と悪魔、サタンの存在に阻まれているのでそれを完璧に取り除くというのがキリストという意味です。何が必要なのか、何が私たち人生の答えなのか、空振りの人生、フライアウトの人生、その結果、心が虚しくなり、展望がまったく見えず、すべて疲れて重荷を負っている人々は他のところから答えを求めたりせずキリストが答えです。私たちにはこの問題を解決することができないので神様が私たちをとても愛して約束してくださいました。このキリストを送ると。人生の答えであるキリストを送ると約束されました。最初からそのような約束をなさり、その約束を守るために地球の歴史を動かし導いてこられました。
(4)イエスがキリスト、人生の答え

その約束は約束に留まらず成就されました。人生の答えであり希望になるキリストが、神が約束されたキリストが世に、この地上に来られました。その方がイエスさまです。イエスさまキリストです。イエスさまは人生の答えです。イエスさまは人生の絶対的な必要です。イエスさまは空振りの人生、フライアウトの人生、どこに行っても答えが見当たらない人生の答えです。イエスはキリストです。ですから、イエスが来られたとき、それを象徴するかのように真っ暗に世の中に大きな星が現れ光として輝いていました。2000年前にお生まれになりましたイエスさまが、神様が約束され私たちに絶対に必要な人生の唯一の答え、キリストその方でした。その証拠としてイエスは預言どおり処女マリヤからお生まれになりました。それが証拠です。聖書のすべてはその証拠です。聖書はそのために書かれたもので私たちの手元に届いたものです。決定的な証拠は処女マリヤから生まれ、イエスがキリストであり、イエスが人生の答えである証拠として約束されたとおりに十字架にかけられ血を流され、あがないの犠牲のいけにえとなられました。それから、死んだあと3日目に死者の中から、お墓からよみがえられて復活なさって今も生きていらっしゃいます。それが預言されていたとおりです。キリストが来られたときには必ず処女マリヤから生まれ、十字架にかけられ、それからよみがえられると預言されていました。そのとおりになりました。それがイエスさまがキリストであるという証拠です。その他にもこの地上にいらっしゃるときに様々なしるし、奇跡を行い、パリサイ人と世の中のりっぱな人には真似できない素晴らしい神のみことばを宣べていらっしゃいました。そのすべての奇跡のしるしと、その宣べられたみことばがイエスは神様ご自身でありキリストであるという証拠でした。それがマタイの福音書からヨハネの福音書までずらりと書かれているものです。ヨハネの福音書の最後にはそのことをすべて書こうとする空を紙にしても全部書き入れることはできないでしょうと書かれています。ただ必要なものだけ私たちが見て処女マリヤから生まれ、十字架にかけられよみがえられたイエスさまがキリストだと信じることができる証拠を集めて書き残しました。イエスさまがキリストです。その人が人間的にどのような人間なのか、どこの出身なのか、今までどのような生き方をし、どんな性格、人格、どんな道徳的なレベルを持っているのかなどと全く関係なく、このキリストであるイエスを信じて受け入れる者はその瞬間から今までその人にとりついていた、そのすべての呪いの運命から完璧に解放され、もう終わるようになります。なぜでしょうか。イエスがキリストだから、イエスの他には答えがありません。そして、イエスをただ信じ受け入れるだけでその瞬間からすべてが終わると同時にその人にはこの世の中では得られない天の御国の祝福がその人に臨むようになります。それは風が吹いても、津波がやってきても変わること、無くなること、衰えることのない永遠なものです。天の御国の祝福がその人のものになります。つまり、神様がその人とともにおられるようになります。イエスを信じるとなぜでしょうか。イエスがキリストだからです。私たちに必要なのはキリストです。キリストが答えであると、キリストが必要ですと、キリストを求める人生でなければ、結局は何をどうするかに関係なく空振りの人生、フライアウトの人生になるしかありません。答えそのものが間違っているのですから。答えはキリストしかありません。幸いなことにそのキリストが来られました。そのキリストがイエスさまです。イエスさまをキリストとして信じること、それがすべてです。そこに人生の答えがあり、新しい人生の祝福がそこにあります。
２．イエスがキリストと信じることがりっぱな信仰

(1)ほとんどの人が信じようとしない

それなのに残念ながら、どういうわけかほとんどの人類、人間が、このイエスさまがキリストであることを信じようとしません。これが世の中の流れであり、世の中の雰囲気です。話を聞いて「そうなのか」と私たちは今そのようにすぐわかるかもしれませんが、世の中のほとんどの人はこの話を聞きますと信じません。その理由は今まで自分が知っていた、先に入っていた様々な知識が邪魔になり、とにかくイエスさまがキリストであることを信じません。あるいは自分が今持っているもの、それが目に見えるもの、見えないものであれ、ユダヤ人と律法学者などのようにいろいろな理由を取り上げそれが邪魔になり、とにかくイエスさまが答えなのに、イエスさまがキリスト、イエスさまが人生の答えなのに認めようとしません。その結果、イエスさまがキリストであることを否定し拒否するのです。イエスさまがこの世に来られたときからほとんどの人がそうです。ヨハネの福音書1章を見るとイエスが世に来られたのにほとんどの人がイエスを受け入れようとしていないとあります。それを聖書は暗やみの力と言います。あるいはイエスさまに従って、イエスさまと呼ぶ人がいるのですが、今現在も聖書の中に大勢の人が集まり従っています。そのほとんどの人が間違ってイエスさまに従っています。イエスさまを拒否するか、あるいはイエスさまを信じないか、あるいはイエスさまをキリストでななく違う何かのイメージをもってイエスさまに従うようになります。どちらも一緒でしょう。結局、空振りになりフライアウトになります。今、イエスさまの奇跡を見て、またイエスさまの2匹の魚と５つのパンをもって5千人を食べさせる奇跡などを起こしたときに、お腹が満腹になってイエスさまに従っていくと植民地である私たちの今の苦労が終わるのではないか。あるいは、すいているお腹が満腹になるのではないのかなど、いろいろな個人的な肉的な理由をもってイエスさまに従っています。そのすべてが結局、まことの人生の答えを見つけることができないまま空振りの人生、フライアウトの人生から抜け出すことができないのです。このように多くの人が本当に不思議なことにここに答えがあるのにほとんどが信じません。ほとんどが知りません。それがサタンの邪魔、暗やみの邪魔です。今日の聖書の箇所の内容は、今そのようなことが背景になってそこで起きたことです。それをまず覚えていただきたいと思います。
(2)百人隊長がイエスがキリストと分かった

キリストであるイエスさまが世に来られ、多くの人の前であらゆる軌跡を起こしイエスさまがキリストであることをお話し証明しているにもかかわらず、イエスさまを拒否する人々か、あるいはイエスさまの方に集まってきていてもキリストとは誰もほとんどが見ていない状況がずっと続いている中で、ある百人隊長の元から使いがやってきて、しもべが病気になって死にかけているので助けを求めます。「イエスさま。彼は今まで私たちを助け、また会堂も建ててくださった良い人なのでぜひ助けになってください」とお願いしました。それでイエスさまがそこに向かい百人隊長の家に近づいたとき、百人隊長が感づいて友人をまた使いに送り「イエスさま。ここまでわざわざおいでにならなくても結構です。イエスさま来なくても良いです。イエスさまわざわざなんということでしょうか。私も百人隊長なので上の上司が『行け』と言われると私は行きます。また私の下にも部下がいるから部下に『来い』というと部下が従って来るようになります。ですから、わざわざここまで来られなくても結構です。おことばだけでも十分なので」と百人隊長が友人をとおして伝えました。
(3)驚かれほめられたイエスさま

そのときのイエスさまの反応です。イエスさまは今までで初めてびっくりされ、聖書には驚かれてと書いてあります。驚かれたというのは悪い意味ではなく、良い意味で喜んで驚いたということです。驚かれたというのは先ほど申し上げました背景をベースにして考えないと理解できません。「イエス、イエス」という人でもイエスがキリストだと知りません。あるいはほとんどのユダヤ人、パリサイ人、偉い人たちはイエスを拒否します。そんな中で百人隊長の信仰を見たらびっくりして驚いて「これはどういうことだろう。今までイスラエルの中でもこのようなりっぱな信仰は見たことがない」とイエスさまが初めてその信仰に喜んで驚かれ、ほめられました。しかもその百人隊長はイエスさまがおっしゃっているようにイスラエル人ではありません。聖書が与えられ今まで神様の祝福のわざの中を歩いてきた、選ばれた民と自負しているイスラエルの人ではなく異邦人なのです。百人隊長がローマの人なのかどこかイスラエル以外の人なのです。そのイスラエルの人でもない、イスラエルの中でもなかなかそのような信仰は見られないのに、イスラエルの人でもない人がイエスさまのお話を耳から聞き、イエスさまからのお話を聞く人はたくさんいます。目の前でイエスさまの奇跡を見た人も数多くいます。でもこの百人隊長はイエスさまのことを見たことがありません。話を聞いただけで「この方はキリストだ」とすぐわかりました。それに対してイエスさまは「不思議だ。このようなりっぱな信仰はイスラエルの中にも見たことがない」とおっしゃったのです。イエスさまにほめられる、りっぱな信仰を持っている者は必ず勝利するようになるでしょう。それはもう言うまでもありません。神様が私たちに求められるのは偉い何かのことではなくこのような信仰です。でも、なかなか信仰が見られない中で百人隊長にこのような信仰が見られ驚いてほめられました。つまり、神にほめられる信仰、本当の神の祝福、人の外見や出身や肌色などはまったく関係ないということでしょう。
(4)りっぱな信仰

イエスさまがおっしゃった百人隊長の信仰がどのような信仰だったのか、何がりっぱな信仰で、イエスさまも驚かれる、イエスさまがほめられる信仰なのでしょうか。それは難しい話ではありません。今まで申し上げましたように一番大切なイエスさまが、処女マリヤから2000年前に生まれ33年間、イスラエルの地に暮らし十字架にかけられ、よみがえられて、今万軍の主であられるイエスさまが約束されたメシヤ、キリストです。イエスさまが私たちの人生の唯一の答えであるキリストであるということを知る、それがわかる信仰、これがりっぱな信仰です。皆さんはイエスさまが本当に唯一の人生の答え、神様が送ると約束されたキリストであるとわかっていらっしゃるのでしょうか。イエスこそ自分の人生の答えであり、自分の救い主だとわかるのでしょうか。そうであれば、この百人隊長のように自分の人生、問題をもって、キリストが答えなのでイエスを探して求めるようになるのです。これがイエスがキリストだとわかったということです。イエスがキリストだと文章で書くのではなく、本当に人生の答えであれば、お父さんもお母さんも子どももお金、出世、学歴、愛情なども答えではありません。イエスが答えです。キリストが私には必要です。キリストが答えなのですがイエスがそのキリストです。だから、イエスが答えです。私にはイエスさまが必要です。だからイエスを求めるようになるでしょう。この百人隊長に見られるように、それがりっぱな信仰です。今の言葉で申し上げると今は百人隊長のようにイエスさまが自ら出向いたりすることはありません。より確実に聖霊をとおして一人一人に訪ねることができます。そのイエスがキリストです。この百人隊長は本当にびっくりするほど聞いただけでそのような信仰を持ちました。同じくイエスさまのお話を聞いていてもキリストとわかる人と、わからない人がいます。この百人隊長は聞いただけでそれがわかりました。もちろん、それは神様の恵みでしょう。でもそれがりっぱな信仰の基準です。今までどんな人だったのか。どこの出身、どこの国の人なのかまったく関係ありません。ですから、りっぱな信仰というものはイエスさまが答えであるとわかることです。本当に答えであれば探すようになるでしょう。求めるようになるのが当然ではないでしょうか。今の言葉で申し上げるとイエスさまを自分の人生の答えとして心から信じるようになります。そして、そのイエスさまを心からキリストとして受け入れるようになります。受け入れた人々、すなわち、その名を信じた者は神の子どもになる特権が与えられます。皆さん、イエスさまを救い主として信じて受け入れたのでしょうか。神様は皆さんの信仰を見て、皆さんがどう考えているかわかりませんが神様はものすごく驚いて喜んでりっぱな信仰者だとほめていらっしゃいます。ただ私たちがそのようにりっぱな信仰をもって、りっぱな信仰者、祝福の人なのに自分で自分がだれだかわかっていません。イエスさまをキリストだとわかることがどれほど驚くべき大きな祝福なのか私たちはよくわかっていません。イエスさまがキリストだとわかるということは、ほとんどの人類がわかっていない、拒否したり、間違って従っている中で、それがわかったというのは奇跡の中の奇跡、選ばれし者、民である証拠です。今、何かの問題を抱え、今現在、皆さんの中に不十分な足りないところ、みじめなところがいろいろあるかもしれません。けれども、皆さんのその信仰のゆえにイエスさまは驚かれています。りっぱな信仰だと。言い換えますと「もうあなたは祝福の者だ」とほめていらっしゃるのです。もしイエスさまがキリストだと、私の救い主だと心から信じていない方々はそのイエスが人生の答えなので他の何かに求めないでイエスさまを信じていただきたいと思います。イエスさまを人生の答えだと信じた瞬間、神様と出会い、今まで私たちを捕えていた罪と罪の結果から完全に解放され、人生の問題が終わるようになります。そのようなキリストであると信じていただきたいと思います。そうすると、その人の人生は変わります。皆さんは神様の恵みによってこのイエスさまをキリストとして信じたと私は信じています。だから、皆さんの一人一人を見て神様が驚かれ喜びほめていらっしゃるということを忘れないでください。覚えていただきたいと思います。

３．イエスの権威を認めることがりっぱな信仰

(1)イエスがキリストと具体的に認める信仰（味わうこと）

そして、イエスさまがキリストだとわかった人はイエスさまをお迎えし、イエスさまを探し求め受け入れるようになるのが当たり前で当然です。でも、それが奇跡です。そして、その人はそこに留まらず、イエスさまがキリストであることを実際的に具体的に認める信仰に立つようになります。それがりっぱな信仰です。このようにりっぱな信仰、イエスさまがキリストであることがわかって実際にイエスさまをキリストだと認める信仰があればここに現れているようにその人には真のいやしの力が現れるようになることを覚えていてください。2012年このような祝福がまず皆さん一人一人に成就することを祈りたいと思います。この百人隊長はさっきも申し上げたとおり、イエスさまがキリストだとわかってイエスさまに使いを送りました。それはイエスさまを受け入れたことと同じ話です。イエスさまが自分の問題の目の前に来られたときに「イエスさま。わざわざ来られなくてもよいです。私にも部下、上司がいて上の者が命令すると従います。来なくても結構です」ということができます。「おことばだけで十分です」とはどういう意味でしょう。「イエスさま。あなたはキリストではないでしょうか。それを私は認めます。イエスさまのことを私は認めます」という意味です。それをご覧になってイエスさまは驚かれりっぱな信仰だとほめられました。イエスさまにほめられることは人生の成功です。イエスさまにほめられると目に見えない暗やみの力が震えて逃げ去るようになります。ぜひイエスさまにほめられていることを覚えてさらにほめられる信仰に前進していただきたいと思います。イエスさまが本当にキリストですと認める信仰です。どれほどこのような信仰が見当たらなかったのかイエスさまはびっくりなさいました。イスラエルの中でも見たことがありませんでした。たぶん、今、12人の弟子たちがイエスさまと同行しているでしょう。彼らもこのような信仰にまだいっていないと思います。イエスさまがキリストであることを具体的に認めること、今の私たちの言葉で言いますと味わうということです。認めることです。「わざわざおいでにならなくてもよいです。イエスさまは権威あるキリストではないでしょうか。ここまでわざわざ来て手を出さなくてもキリストなのだからみことばだけで結構です」という信仰です。イエスさまの権威を認めること、それがりっぱな信仰です。
(2)弱さ、問題より前にイエスがキリストと認める

今イエスさまを告白して信じているクリスチャンであるにもかかわらず皆さんの中に自分自身の弱さがあります。それから私たちにいろいろな問題があります。経済的な問題、健康の問題、人間関係、将来の問題いろいろな問題があります。それを問題だと思う前にイエスがキリストではことを認めることです。自分の弱さに押しつぶされそれを悩む前に、その考えにストップをかけ「わざわざおいでにならなくても」と同じようにストップをかけ、「いや、そうではない。イエスさまはキリストではないでしょうか」とそれを優先に先に認めることです。それでその問題がすぐ形として無くなるかどうかのレベルの話ではありません。必ず、結果がついてくるようになりますので問題は私たちの信仰です。問題の前で、目の前の紅海が私たちを邪魔し死の陰の谷を歩くようなつらいトンネルを通っているようなときでも、それでああだ、こうだという前に、「いや、そうではない。イエスはキリストではないでしょうか」とこれを実際的に歯を食いしばってでも先に告白することです。皆さんに問題があるからイエスがキリストでなくなるわけではありません。その戦いです。それをご覧になってイエスさまはびっくりなさいました。皆さんの問題の中で、イエスがキリストであること、キリストとしての権威を、すべての問題を全部解決された権威を認めることです。もはや問題ではないでしょう。病気があるでしょうか。それも私たちにとって問題ではありません。なぜでしょうか。イエスがキリストなのです。皆さんの弱さも問題ではありません。キリストだからそれを認めるかどうかの戦いです。それがりっぱな信仰です。私たちには自分の力ではとおっていけない環境などがあるかもしれません。そこでイエスがキリストであることを認めることです。イエスの権威を認めることです。初代教会の人々は「私たちは今、植民地の状態です。ユダヤ教が国教になって私たちはちっぽけな海の浜辺の一粒の砂のような存在です」と震えていたときにイエスさまがおっしゃいました。「イエスがキリストではないのか」とまた教えられました。これをぜひ覚えてくだい。百人隊長が「いやいや、わざわざここまで来なくても結構です」と言ったのと同じように「いやいや、そうか。イエスはキリストではないか。植民地であれ何であれ、イエスはキリストではないか」とイエスをキリストとして実際に認める信仰を見てびっくりしました。多分、漫画で描くと目が飛び出たでしょう。韓国の聖書には不思議だと思いながらりっぱな信仰、見たことがないと書かれています。
皆さんの信仰はいかがでしょうか。ほとんどの人が、教会に通っている人でさえイエスさまがキリストであること、イエスさまが私の人生の答えなのにそれがよくわかっていない、その中で、幸いにも私たちはイエスさまをつかむことによって人生の問題は解けてもう終わりなのです。そういう人生の答え、今までは親の愛情が答えだと、今までは財産が、出世が、健康が答えだと勘違いしていた、そこからすっきりと自由になりキリストが私には必要です。キリストが答えです。イエスがそのキリストです。私には絶対にイエスさまが必要です。それが受け入れることです。「イエスさま。今まで知らないで答えでない者を探してさまよっていました。イエスさまが私の答えです。私にはイエスさまが必要です。イエスさま、どうぞ今私の中に入ってください」私たちはそのようにしてクリスチャンになりました。それに対して神様がどれほど驚かれるのか、どれほどの奇跡的な恵み、信仰、祝福なのかを今日覚えて、皆さんをとりあえず神様がほめていらっしゃったということを覚えてください。私たちは神に義と認められほめられた者です。どこを見てでしょうか。皆さんがやっていること、献身、献金、祈りではなくこのように教会が多い中、誰もよくわかっていない、地球の人口のほとんどがイエスを拒否している中で、レムナントとして、残された民として、イエスがキリスト、人生の答えです。私の会社の社長はお金が答えだと、私の周りの人は親の愛情が答えだと、あるいは恋人との愛が答えだと言っている中で、「神様、私はイエスが答えです。私の答えはキリストです。私に必要なのはキリストです。神様の祝福、神様に出会うことです。どうすることもできない霊的な問題が解決されることです」とわかってイエス・キリストを救い主として受け入れたのではないでしょうか。もしそうでない方は今でも遅くありません。イエスしか答えはありません。他に希望も幸せもまことの安らぎも人生の成功もいやしもありません。あるかのように思って一生懸命、1塁、2塁、3塁、ホームまで走ってもフライアウトなのだからイエスしかありません。イエスを受け入れてください。「イエスさま。私にはイエスさまが必要です。私には罪が赦され、サタンが打ち砕かれ、神様のいのち、祝福が必要です」と。イエスさまを信じて受け入れるように。受け入れた方々はそれが奇跡だと、それによって他の条件なしでとりあえず神様に義と認められ、ほめられている人生、そういう者だということを覚えて忘れないでください。皆さんはクリスチャンとしてスタートするときにはもうほめられてからスタートです。暗いものは全部消してください。それなのに、そのあとなぜ私たちは暗くなるのかというとついついそれが適用されないからです。イエスがキリストであることをこの百人隊長のように認めてください。皆さんが事業をしているときにも、皆さんの弱さの中でも、厳しい険しい環境の中でも、死の陰の谷を歩くようなときでも、皆さんの弱さや問題をほっておいてもよいわけでもなく、それで挫折して捕らわれてもよいわけでもないし、それはイエスがキリストですと認める材料なのです。具体的、実際的に認めてください。それでそこから抜け出して自由になりましょう。イエスが本当に十字架ですべての問題を解決されたのでしょうか。それを認めましょう。皆さんの問題、弱さをもって認めましょう。
(3)聖霊充満を求める

そうすると、イエスがキリストであることを認めると結果的にこうなります。それはあなたがたは知らなくてもよいです。オンリー聖霊が臨まれると力を受けます。イエスがキリストだと本当に認めるのでしょうか。そうすると聖霊充満の主ではないでしょうか。植民地であれ、どういうことであれ、それを私は気にしないで、心配しなくて良いような聖霊の力、聖霊充満が私たちのものではないでしょうか。イエスがキリストだと認めるというのは聖霊充満1点に絞ることができるということです。なぜそれができないのでしょうか。認めないからです。だから、いつでもどんなときでもそれを認めることが私たちのやるべきことです。そうすると神様は喜ばれます。びっくりされます。それで神様の雷の答えが与えられるのです。神様を驚かせるにはどうすればよいでしょう。悲しいのでしょうか。病気でしょうか。そこで「いやいや。イエスさまはキリストではないでしょうか」これを先に優先に認めることです。ですから、これは心配事でも、問題でも何でもありません。あなたがたは知らなくても良いです。全部ふるい払ってオンリー聖霊が臨まれると神様が皆さんに働きます。それがりっぱな信仰です。
(4)いやしの力が現れる

そうするとイエスさまは行ったこともないのに死にかけていたしもべの一人が治っていたと聖書に書いてあります。皆さんが別に変な何かではありません。聖書に書いてあるとおりの神様が驚かれりっぱな信仰とほめられる、その信仰が何なのかわかってその信仰に立つだけで十分です。その信仰に立って入れば本当のいやしの力は必ず現れます。まず、皆さんのたましいがいやされ、皆さんの考え方、心が必ずいやされて変わります。それによって皆さんの肉体の様々な病気や弱さがいやされ元気が与えられ、皆さんの生活、生き方、事業、学業、すべての面にいやしの力が与えられるようになります。そのいやされた結果、皆さんがいらっしゃる現場がいやされるようになり、皆さんによって教会がいやされるようになります。ぜひ信じてください。何によってでしょうか。りっぱな信仰を持つようになれば。りっぱな信仰が何でしょうか。ある人は「信仰生活、聖書が難しいです」とよく言います。本当に難しいのか、言い訳なのかわかりませんが、本当は難しいことは何もありません。旧約の聖書は難しいです。内容が難しいのではなく守れないからです。新約の聖書は守れないからイエスが聖霊をとおしてともにおられ守れるようになります。何も心配しないようにしてください。だから難しいことではありません。何か難しく教えているから難しいということもあるかもしれません。それは教える側の問題でしょう。でも難しくありません。神様が驚かれいやしの神の力が現れる、具体的に神の力を見る、その祝福、秘訣というのはりっぱな信仰、イエスがキリストであるとわかっていればよいのです。それはイエスさまを答えにしてください。イエスさまは宗教の対象ではなく、皆さんの人生の答えにしてください。そうではないでしょうか。それから一つ、イエスが十字架にかけられすべて完了し、いのちであり道でありよみがえられて聖霊をとおして働いていらっしゃる万軍の主であるキリストであることを、その権威を認めてください。具体的に皆さんの問題の中で、皆さんが今置かれている環境の中で、皆さんの弱さの中でイエスがキリストであることを認める信仰だけです。そうすると必ずいやしの力が現れます。2012年このような当たり前でありながら経験したことのない祝福を必ず経験するようにしてください。

結論

それでいつもそうしないといけませんが、毎日、1日1回でも無理せずスタートを切ってください。迷うよりはスタートを切ってください。自分と自分の人生をもって日々イエスさまをキリストとして認める時間を必ず持ってください。真実に心から認めるように。それを祈りと言います。つまり何か問題が起きる前に普段からイエスさまがキリストであることを自分自身と自分の人生をもって認めてみてください。それが祈りです。それが普段の自分のための祈りです。
それから、何かのことがあって、問題があったり、何かの事故が起きたりしたときにその中で、他のことをやる前に慌てず、今まで普段やっていた実力を発揮します。イエスがキリストであることを先に認めてから、メッセージを思い出し、そこから神様の計画、神様の導きを見ます。そのようにやってみてください。何か具体的なことがあったときにイエスがキリストであると認めるようにしましょう。

それから、皆さんが日々、生活している現場があります。その現場において皆さんの思いに留まっていないで、イエスがキリストであること、そこで認めてください。それが現場のための祈りになるでしょう。

また、教会に来たときに、この教会で礼拝をささげるときにイエスがキリストであることを認めてください。そうすると、私たちはあらゆることを後にして、神様に集中し、賛美とみことばに集中し、聖霊充満の神の祝福を期待しつつ、それに皆が一つになり、ワンネスになって一緒になっていくでしょう。これが教会の文化です。教会の中でイエスがキリストです。教会には弱い人、違う人、いろいろなことがあります。そこに振り回されないで、それにつまずかないで、イエスがキリストであることを認めてください。それで弱い人を助け、間違っている人を受け入れることができ、許すことができます。なぜでしょうか。イエスがキリストだからです。りっぱな信仰は聖書の勉強をいっぱいしてからできるものではありません。そのように具体的に皆さんが認めてください。百人隊長は本当にりっぱではないでしょうか。「いやいや。わざわざ来なくてもよいのではないでしょうか。あなたはキリストさまなのだから」皆さんがそうすればよいでしょう。イエスさまはキリストではないでしょうか。2部の礼拝も少し早めにして、皆一緒に2部の礼拝に参加しましょう。教会は集まって心からの賛美をささげ、みことばをいただいて確認したのであれば、本当に信仰をもって神様を見上げ祈る、それが教会です。その礼拝にしたいと思い2部の礼拝を少し時間を早めにしました。とにかく、現場で、教会で、自分自身をもって、いろいろなことがあるでしょうが、一番真っ先にイエスがキリストであることを百人隊長のように認めるりっぱな信仰者として勝利していただきたいと思います。

〈お祈り〉

愛する天の父なる神様、ありがとうございます。イエスがキリストであることを心からありがとうございます。また普段からあらゆる面においてイエスがキリストであることを認めるりっぱな信仰に立ち、イエスさまが驚かれ、イエスさまにほめられるいやしの祝福が現れる信仰者になるように一人一人を祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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